












































































































































































まとまりになって保管されているものと予測していたが、残念ながら目論見は外れた。このときの久保家の調査で 、満子の遺品を保管した 思われる箱や袋の中から、次 三点の資料がバラバラに見つかっただけで調査は時間切れとなってし った。　








































































既に「聞書」や『生涯』 『奇術と私』に掲載されたことがある写真であった。 そ 意味で、これらが見つかったことは、既発表写真 所





























































ため 調査を進めるなかで集まった写真を、一冊のアルバムにまとめた。現在 福井市立郷土歴史博物館で所蔵される青園 アルバムをみてみると、キャプションがついた写真を接写したものであることが判明す 。このことから、天一の基本文献である『生涯』を介して流布した写真 ほとんど全てが、元をたどれば昭和四〇年に配布され 「天洋アルバム」の写真の複製だっ ということになるわけである。　
ここで「天洋アルバム」と「久保アルバ











































は「岩倉具視筆『君ヶ代』 」に始まり、 「秀吉所用の鞍と鐙」 「郵便に関する最初の太政官布告」など、歴史上の人物や事柄にまつわる史料写真を掲載した書籍である。その一四五頁に「松旭斎天一の大奇術」と題して「磔写真」が掲載されている。写真キャプションには「明治二十年前後の写真」 あり、次のような解説がつけられている。　































































































































































































































































































































でも西洋手品の雰囲気作りに寄与したであろう。 その他、 首からロザリオをさげた者やサーベルを手にした者、聖書 しき洋書 手にした座員もみられる。　
そこへ女性が紫繻子の耶蘇服を着て登場す
る。女性は耶蘇服を脱がされ 白衣で十字架に縛り付けられた後、麻酔薬を嗅 されて眠らされる。この時点で女性の白衣は乱れ、 「彩色磔写真」では乳房も露わな様子が認めらる。　
大礼服姿の天一の命令により、 は両脇














かしの台上にある桶に入れられる。この先は幾つ のパターンがあったようであ 桶に水が注ぎこまれ、鉄砲で撃た てとどめをさされたり、あるいは桶を釘づけにされたりする。そして蘇生させるため 電気を通すこともあったようだが、最後は桶に入れられ はずの女性が、桶を脱け出し、衣装を裃やドレスに着替えて花道から現れたり 鶴に乗って宙乗りで現れたりする。最後に一礼後、演目は終了する。　
つまり、奇術の現象としては、写真に写る









































































見られ、 以下、 同筆で一座全員の名が 「山口肇、服部勝蔵、同まつ 中井かつ、同とし、高瀬
清」と記されている。これにより、天一一座がベルギーの首都ブリュッセルを訪れていたこと 明らかになった。また、欧米巡業中の一座の座員についても、いくつかの興味深い事実が見えてきた。　
欧米巡業のメンバーについて、 『明治奇術











































































































































































「ブリュッセル写真」1904 年 4 月 25 日撮影
久保正夫氏蔵 福井県立こども歴史文化館保管
天一が拓川に宛てた絵葉書と「ブリュッセル写真」
（ウ）1904 年 12 月 23 日投函
（イ）1904 年 9 月 19 日投函（ア）1904 年 2 月 22 日投函




























































































































































































































































































公演を行った奇術師 ちが、すでに手品じる様子 撮影されてい のである。その意






























































「松旭斎天二」 「松旭斎天勝」 「松旭斎天一一座」 「ナイヤガラ瀑布での記念撮影」 「アメリカでの舞台姿」 「米人女優と天一ら」 「舞台姿で記念撮影の天一」 「アメリカの雑誌に載った天一一座 水芸」 「囲






の庶民』三一書房、一九六九年） 、南博「手品宇宙誌」 （ 『新劇』三 一号、一九七九年） 、倉田喜弘『明治大正の民衆娯楽（岩波新書） 』岩波書店、一九八〇年） 、金沢 耕編『写真が語る日本の奇術
 松旭斎編』 （私家版、一九九二年） 、面谷
幸男編『写真が語る日本の奇術
 昭和編』 （私家版、
一九九二年）など あ 。なお、二〇一二年刊行の藤山新太郎『天一一代―明治のスーパーマジシャン―』 （ＮＴＴ出版）に掲載された天一 写真は、 「久保アルバム」から掲載したものである。
（⓭）河合勝氏のご教示による。
（⓮） 『奇術と私』によれば、 大正一〇年（一九二一） 、
天一の妻・梅乃が亡くなった際も、天洋が葬儀を出したという（二〇二頁） 。
（⓯） 『奇術と私』一～二頁。（⓰）もともと天洋が所蔵していた「磔写真」を、
何らかの機会に久保満子に譲渡した可能性も否定できない。しかし、それならば昭和四 年に贈呈した 「天洋アルバム」 のように複製写真で十分だったのではないか。
（⓱）本書掲載の写真キャプションには「松旭斎天























（㉓） 「西洋奇術士松旭斎天一之伝」 （ 『技芸偉観』山
田恭太郎、一八九四年）や「松旭斎天一を訪ふ」（ 「北國新聞」明治三二年〈一八九九〉八月一〇日） 、



























































































34-35, 49 。 「大阪毎日新聞」 明治三八年（一九〇五）
九月二五日に掲載された「松旭斎天 の談話」によれば、天一とケラーは奇術の交換をしたという。天一は「水芸」 、ケラーは「鏡抜け」 「化物屋敷」を提供したらしい。
（㊸） 「北国新聞」明治三二年（一八九九）八月一八






















書籍、一九九四年） 、 原文『日本人登場』 、松山光伸『実証・日本の手品史』 。
（）倉田喜弘編『明治の演芸（一）～（八） （演芸
資料選書） 』 （国立劇場、 九八〇～ 九八七年） 、蹉跎庵主人編「見世物興行年表」 （
http://blog.
livedoor.jp/m
isem
ono/ ）。
［謝辞］　
梅原章一、河合勝、久保正夫、西村英之、正岡明
松山光伸の各氏には、資料の閲覧・借用、情報提供などで大変お世話になりました。末尾ながらこの場をお借りして心より感謝申し上げます。
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